
みなさん、シーニック・バイウェイという言葉を聞いたことがありますでしょうか？ シー
ニック・バイウェイとは、アメリカが発祥で景観のよい（シーニック）、寄り道（バイウェイ）と
言う意味です。日本では、風景街道と訳され、道を通して地域活性化や観光振興に取り
組んでいる１３１のルートがあります。

本誌では、九州風景街道の一つ「日豊海岸シーニック・バイウェイ（蒲江・北浦大漁海
道）」の活動や旬の地域資源等について、地域の皆さんや道路利用者の方々にご紹介す
るものです。 ＝いよいよ春到来！日豊海岸の風景や食をお楽しみください。＝
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２０１４年（平成２６年） ３月 １５日 №４６発行元：日豊海岸シーニック・バイウェイ研究会

日豊海岸シーニック・バイウェイ（蒲江・北浦大漁海道）

青龍秋月の記念碑

URL：http://nippou-kaigan.kirara.st/

今月のシーニック・バイウェイ

Since 2010.2

東九州道（北浦～須美江）開通！
３月８日（土）、東九州道（北浦～須美江 ６．４ｋｍ）が開通し、蒲江から延岡市まで

が高速道路でつながりました。今回の開通により、佐伯市～延岡市までの走行時間が
１０分短縮するとともに、防災や救急医療、観光の支援等が期待されています。
皆さん安全運転に気をつけてハイウェイをご利用ください。

撮影場所：北浦トンネル付近



地域資源（宝）の紹介コーナー
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このコーナーでは、日豊海岸シーニック・バイウェイエリアの
旬の地域資源(宝)等を紹介します

地域で活動する人

歴史・文化資源

仙崎砲台跡

◆岩本 初雄（ｲﾜﾓﾄ ﾊﾂｵ）さん ～洲の本・恵美須会会長～
岩本さんは、海岸清掃などの景観活動やお祭りの獅子舞の指導、

観光振興など地域のために奔走中です。ご本人にから一言。「地域
の方々や来訪者のためにみなさんと協力して道路と海岸の清掃を
行っています。この時期枯れ草にタイヤをとられないように気をつ
けてください。洲の本・恵美須会では地域のにぎわい作りのために
のぼり旗を作っています。ご協力をお願いします。」 岩本さんは平
成２４年１月、転覆船の人命救助を行い「紅綬褒章」を受賞されて
います。今後も地域のために頑張ってください！

自然・景観資源

◆仙崎砲台跡（佐伯市蒲江）
太平洋戦争も終わりのころ、日本軍は本土防衛のた

め西野浦の仙崎山に急遽砲台築造を始めたが完成をま
たずに終戦になりました。今も山頂近くに砲塁の跡がそ
のまま残っています。砲台作りのために小学生も砂袋を
かついだといわれています。（蒲江町史より）

仙崎砲台跡は、市指定の史跡になっています。砲台
跡がある仙崎公園では、毎年４月にツツジ祭りが開催さ
れます。（関連記事４頁）

波当津海岸の砂紋

◆波当津海岸の砂紋（佐伯市蒲江）
日豊海岸の春の風物詩に波当津海岸の砂紋があり

ます。この季節、大潮で潮がひききったときに自然が作
りだした造形美「砂紋」が現れ、カメラマニアも多く訪れ
ます。波当津海岸は、「日本の白砂青松百選」に選ばれ
ているきれいな海岸です。

旧国道３８８の桜

◆旧国道３８８沿いの桜（延岡市北浦）
旧国道３８８号（阿蘇～古江間）の海側には、約４００

本の桜並木があります。４月６日（日）には、満開の桜
の中「北浦さくらマラソン大会」が行われる予定です。
下阿蘇芝生広場をスタート・ゴールとし、２ｋｍ、３ｋｍ、
５ｋｍ、１０ｋｍレース等が実施されます。

沿道の応援お願いします！

岩本 初雄さん
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案 内 図

波当津海岸

東九州道（北浦IC～須美江IC)

平成２６年３月８日開通

旧国道３８８号の桜

大池・小池公園

仙崎砲台跡
仙崎公園

大分県
マリンカルチャーセンター

食

◆芋練り（佐伯市蒲江）
３月１日（土）に大分県マリンカルチャーセンターで「海のがっ

こう」の体験学習があり、子供たちが食の文化と伝統を学びまし
た。 蒲江地区は海岸線で砂地が多かったため、昔は芋が主食
でした。当時の人は、春から夏にかけて芋が収穫できない時期
には干した「切り干し芋」を”芋練り”として食べていたそうです。
～芋練りは春から夏にかけて貴重な食べ物だったのですね。～ 芋練りをおむすびにしたもの

◆はばドーナツ作り（佐伯市蒲江）
２月２７日（木）、西浦小学校で「地域密着型体験学習」の一

環として海草の「はば」を練り込んだドーナツ作りがありました。

地域のお母さんの説明を受けて全校生徒で生地を思いの形

に加工して発酵させた後、５・６年生が油で揚げ、仕上げに砂

糖をまぶしました。西浦小のみんなは、できあがったドーナツを

美味しそうに味わっていました。

「はば」は西野浦沿岸で採れる海草で、壇ノ浦の戦いで入水

された安徳天皇にゆかりがある海草として「アントクメ」とも呼ば

れています。西浦地区ではよく食べられている海藻ですが他の

地区ではあまり食されない海藻だそうです。ミキサーにかけた

「はば」をごはんの上にかけてその上にウニをのせて食べたり、

ワカメと同じようにおみそ汁の具やしゃぶしゃぶで食べられるそ

うです。

ドーナツ作りの様子

「はば」をひろげている様子

３月９日（日）、S1サッミト2014が開

催され、おにぎりの部では、渡町台小

学校のグループ「佐伯おにぎりーｽﾞ」

が作った佐伯の素材いっぱいの「佐

伯の愛情マンテンテン！！」、スイー

ツの部では柳田彩香さんの「でこかん

のムース・カボスのスポンジ」がそれ

ぞれ選ばれました。

◆Ｓ１（エスワン）サミット

グランプリ決定！

「佐伯の愛情マンテンテ

ン！！」（上）、

「でこかんのムース・カボ

スのスポンジ」（右）

詳しくは、佐伯市観光

協会HPへ
※S1とは、地域に眠って

いる食の魅力を掘り起こ

す催しです。

佐伯トンネル
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旬の情報を毎月発信中 皆様からの情報提供をお待ちしております。

◆ 日豊海岸シーニック・バイウェイ（蒲江・北浦大漁海道）のホームページ ◆

東九州自動車道の工事進捗状況写真が下記ＵＲＬでご覧いただけます。
佐伯～蒲江間URL：http://www.qsr.mlit.go.jp/saiki/higashisnchoku/higasikyuushuu.html

北浦～須美江間URL：http://www.qsr.mlit.go.jp/nobeoka/douro/higasikyushu/index.html

URL：http://nippou-kaigan.kirara.st/

活動報告 ◆地域の食文化を守り育てる体験学習

２月２８日（金）に佐伯市観光協会蒲江支部とＮＰＯ法人かま

えブルーツーリズム研究会が主催する”地域の食文化を守り

育てる体験学習”が佐伯市立上入津小学校の家庭科室で行

われました。５年生と６年生の２１名が「ごはんの炊き方」や

「ブリカツ」を揚げたり、「アジのさばき方」などを体験しました。

貫通した佐伯トンネル

活動報告 ◆西野浦洲の本で植樹祭
２月２３日（日）、大分さくらの会が主催する大分県第４回

蒲江西野浦植樹祭が開催されました。当日は来賓者・地元
住民約６０名が参加して、西野浦洲の本「大池・小池公園」
にサクラとモミジを計２００本を植えました。

同会では、平成２３年度に東九州道蒲江ＩＣに隣接する秋
葉山公園にも植樹を実施しています。
～ 今回植樹された木々が元気に育って将来この地を訪れ
る人たちの癒しになればよいですね！～ 植樹の様子

お知らせ ◆５万株のツツジが待っています！

４月１３日（日）、「第３２回 仙崎公園つつじ祭り」が開
催されます。仙崎公園は、標高４１２ｍの仙崎山山頂近く
にあり、北側に入津湾、南側に太平洋を遠望する広大な
パノラマが魅力で、４月には５万株もの野生のフジツツジ
が咲き誇ります。

東九州道（北九州～宮崎）間にはトンネルが６８本あります。
２月８日、６８本中、最後となる「佐伯トンネル（１，５６１ｍ）」の
貫通が関係者の見守る中、実施されました。～いよいよ工事
も大詰めです！１日も早い開通目指しがんばります。～

最後のトンネルが貫通！！

昨年４月に撮影したつつじ

問い合わせ先：佐伯市蒲江振興局地域振興課

TEL0972-42-1112 （平日8:30～17:00）

調理の様子


